【横須賀海上保安部 交通課】
横須賀港・三崎港における
工事・作業許可申請の手引き
	横須賀港及び三崎港において、工事・作業を実施する際には、港則法第31条に基づいて工事・作業許可を得なければなりません。ただし、工事・作業であっても、船舶交通に与える影響が少ないものは、許可が不要な場合がありますので、事前に問い合わせてください。
　　　　　　　　         　　　　　　【問合せ先】横須賀海上保安部 交通課 安全係
　                              　   　　　　　　　　 〒237-0071 横須賀市 田浦港町 無番地
                                                            横須賀港湾合同庁舎３Ｆ
                     　　                                TEL 046-861-8374   FAX 046-861-8379


	施工結果により、海図に記載されている構築物や護岸、海岸形状等に変更が生じるような工事については、海図変更等の手続きの為に定められている水路業務法第19条第1項に基づく手続きが必要な場合がありますので、そのような工事・作業を実施する場合には、事前に問い合わせてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  【問合せ先】第三管区海上保安本部 海洋情報部 監理課 情報係
                                                〒231-8818 横浜市中区北仲通5-57
                                                            横浜第２合同庁舎
                                                TEL(代表)045-211-1118   FAX 045-212-1597


１ 申請期限
     申請のあった工事・作業は、実施者側により一般への周知が図られるほか、必要に応じ　　て港長等により水路通報等による周知、船舶交通の制限等が行われ、標準処理期間は1　　  ヶ月となっています。
     このため、工事・作業の実施される1ヶ月以上前に申請して下さい。
     ただし、海域への影響の大きい工事・作業については、それ以前の早い段階で施工内容　　等について説明を行って下さい。
     なお、緊急に実施する必要がある工事・作業については、別途問合せてください。
２ 提出方法
     横須賀港、三崎港において工事・作業をしようとする場合は、『工事・作業許可申請　　　書』２部を提出してください。
　           　　                 【提出先】横須賀海上保安部 交通課 安全係
  　                 　　　　　                   〒237-0071 横須賀市 田浦港町 無番地
    　                     　　　　                            横須賀港湾合同庁舎３Ｆ
      　                   　　                     TEL 046-861-8374   FAX 046-861-8379
  　 提出の際に工事・作業方法等に関する確認をする場合がありますので，内容を把握して　　 いる方が来部して下さい。
３ 工事・作業許可申請書作成要領
  (1) 許可申請書鑑「第９号様式」の記入要領 
     ①  あて名
　　　　 　 横須賀港にあっては「横須賀港長」                              　　　　　　　　　          三崎港にあっては「横須賀海上保安部長」としてください。
     ②　申請者
         　　 元請業者（施工者）から申請してください。
     ③  担当者
              下部欄外に、担当者氏名及び事務所電話番号を記載して下さい。
	
	１ 目的及び種類
	


         契約名のみを記載せず、どのような工事・作業を実施するのかが分る名称も併記し　　　　 て下さい。
	
	２ 期間及び時間
	


         契約工期ではなく、海上部分の工事・作業にかかる実質工期と予備日、実施時間(通　　　　   常は「日出から日没まで」)を記入して下さい。
         　　　 例：平成○○年○○月○○日から平成○○年○○月○○日まで
                　　(予備日) 平成○○年○○月○○日から平成○○年○○月○○日まで
                　　日出から日没まで
	
	３ 区域又は場所
	


         工事・作業実施場所の住所等を記載し、位置図を別添付して下さい。
         　　　 例：○○市○○町地先（別添 位置図 参照）
              　 例：横須賀港第○区（別添 位置図 参照）
	
	４ 方  法
	


        『別添のとおり』と記入し、別添付して下さい。
	
	５ その他
	


        『別添のとおり』と記入し、別添付して下さい。
  (2) 添付書類（添付書類は極力Ａ４版に統一して下さい。）
    ※申請時点で整っていない添付書類は、申請受付後に差込が可能な場合もありますので問合せてく           ださい。
     ①  請負契約書、指示書の写し(金額部分は黒塗りにしても構いません。)
　　　  または、発注証明書。
     ②  他官庁の許可書の写し（港湾管理者の許可書等）
     ③  位置図
          全体図(小縮尺のもの)及び拡大図を添付してください。
     ④  工事・作業計画書
       ア　工事・作業概要
       イ　工事・作業区域図
         A  周辺の護岸や海域と工事・作業区域の関係が分かる図面で、工事・作業に必要　　　　　　な区域を寸法を記入して明示して下さい。工事・作業区域図の角を示すポイン　　　　　　トを設定し、図面中に以下のようなポイント表を記入してください。
	
	イからニの各地点を順次に結んだ線及びイとニの地点を結んだ線に
より囲まれた海域
      イ   ○○灯台から□□度△△△メートル
      ロ   イから  □□度△△△メートル
      ハ   ロから  □□度△△△メートル
      ニ   ハから  □□度△△△メートル
	


         Ｂ  作業船の配置状況、アンカーの展張状況も記入してください。
         Ｃ　工事・作業区域、アンカー位置等に標識を設置する場合は、設置位置を記入の

うえ、標体色、灯色、灯質(例：４秒１閃光)等の分かるものを添付してください。
　　　 Ｄ　狭い場所での工事・作業の場合は、工事・作業区域から対岸までの可航幅を

記入してください。　
       ウ  工程表
           許可申請書鑑「第９号様式」の期間と同一にし，作業実施期間及び予備日の確　　　　　   認ができる工程表を作成して下さい。
               (注)・「後片付工」ではなく「予備日」と記載してください。
                     ・施工前、施工中、施工後に水深、出来型確認の深浅測量を実施する場合は、準備

工や前測のみではなく、深浅測量工として工期全体の線引きをしてください。
       エ　施工方法
          Ａ  工種が多い場合は、施工フロー図を作成してください。
          Ｂ  工程表、施工フロー図と工種名を統一し、工種毎に文書と要領図で詳細に
　　　　　　説明してください。
          Ｃ  専門用語は極力避けてください。
          Ｄ  浚渫区域からの土砂の運搬等、頻繁な運航をする際には、運航頻度、運搬
　　　　　　土量の分かるサイクルタイム表を作成してください。
          Ｅ　海上での資材運搬がある場合には、運搬経路図を作成してください。
          Ｆ  作業船等の曳航がある場合には、曳航全長を記入した曳航姿図を作成して
　　　　　　ください。
       オ　安全管理体制図
       カ　作業船夜間停泊位置図
       キ　作業船避難位置図
       ク　使用船舶一覧表
            船名、どの作業に従事するか分かる用途名、所有者名、船長名、総トン数(定め　　　　　      がない場合は全長)、船舶電話または携帯電話番号を記載した一覧表作成してくだ　　　　　  さい。(船舶検査証書、免状の添付は不要です。)
       ケ　安全対策
　　　　  下記の安全対策記載例を参照して作成してください。
            安全対策記載例をそのまま使用したり、過去に提出した工事・作業許可申請書

            の安全対策をそのまま使用したりしないで、その都度、実施する工事・作業に                必要な安全対策を検討してください。
       コ　緊急時連絡系統図
　　　　　下記の緊急時連絡系統図作成要領を参照して作成してください。
            横須賀海上保安部の電話番号は、緊急専用回線と通常連絡回線を併記してくだ               さい。
	
	 (緊急時)118 , 046-861-4999
 (通常時)046-861-8374
	

	
	
	

	
	
	


       サ　警戒船管理運用要領
         ・警戒船を配備する工事・作業の際は、下記の警戒船管理運用要領を参照して
            作成してください。
         ・要領の末尾に警戒業務管理、警戒業務管理補助者の「管理講習の受講証明書」　　　　　   及び専従警戒要員の「業務講習の受講証明書」の写しを添付してください。
         ・警戒船の船長が専従警戒要員を兼ねることはできません。
         ・警戒船運航中止基準が工事・作業中止基準を下回ることはできません。(警戒船　　　　　　   が配備を中止した状態で工事・作業を続行することは不可)
       シ　磁気探査結果報告書
            浚渫(原則として維持浚渫を除く)、床堀、杭等の打込み、ボーリング等を実施す
　　　　 る場合には、添付して下さい。
   ～標準の添付書類は以上です。～
※許可後の変更手続き
   工事・作業の許可書を受領した後、工事・作業期間、方法、使用船舶等を変更する場合に　 は、事前に変更手続きを行なう必要があります。手続きは変更内容により異なり、その場　で受理等ができるものと一旦預かっての審査となり時間がかかるものがありますので、事　前に確認して下さい。
【安全対策記載例】
１  共通安全対策
  ①  工事・作業現場には、本許可書を携行し、安全対策等の記載内容を作業員全員に予め　　　 周知徹底します。
　②  作業船には、港則法、海上衝突予防法に基づく灯火、形象物を掲げるとともに同法の　　　 規定事項を遵守します。
  ③  作業開始前には、設備、用具、船舶等の始業点検を実施します。
  ④  作業船等の乗組員及び作業員全員に救命胴衣及びその他必要な保護具を着装させま　　　 す。
  ⑤  工事・作業は、日中行なうものとし、夜間は行ないません。
     （※昼間施工が原則となりますが、夜間に実施する必要がある場合には、その理由を工事・作業　　　　　 方法中に記載するとともに以下の夜間作業の安全対策を追加してください。)
　　　　　　　　①作業を安全に行うための必要な照度が得られるよう照明器具を配置します。
　　　　　　　　②照明が通航船舶に眩惑を与えることの無いように照度、照射方向を考慮します。
  ⑥  作業船のアンカー位置には、標識（※標体色、灯色、灯質等を記載）を設置します。
  ⑦  工事・作業中は、別添警戒船管理運用要領のとおり警戒船を配備します。
     （警戒船を配備しない計画の場合は、警戒船にかわる有効な警戒方法を記載して下さい。
　　　 専従警戒要員が乗船しない船舶で警戒する計画の場合は、警戒船ではなく監視船と記載してくだ　　　　 さい。）
  ⑧  工事・作業中は作業船上に見張員を配置して周囲の通航船に注意し、付近通航船に支　　　 障を及ぼすおそれのある場合には、作業を一時中止し、作業船を移動またはアンカー　　　 ワイヤーを緩めるなどして通航路を確保します。
  ⑨  機材等が海上に落下しない措置を講じます。
  ⑩　台船、灯浮標等流出のおそれのあるものには、所有者名を表示するとともに、流出防　　　 止措置を講じます。
  ⑪  万一、機材等の海上への落下や台船、灯浮標等の流出があった場合には、横須賀海上　　　 保安部及び関係先に周知を行うとともに発見回収に努めます。
  ⑫  気象・海象状況、特に注意報等の発令に留意し、原則として次の場合には作業を中止　　　 します。また、この基準に達しないときであっても状況に応じて早めに作業を中止し、　　 事故防止に努めます。
	
	 ・風 速   10 m/sec 以上
 ・波 高   1.0 m    以上
 ・視 程 1,000 m    以下
 ・現場責任者または船長が危険と判断した場合。
 ・横須賀港長（※三崎港内にあっては横須賀海上保
　  安部長）から指示があった場合。
	注：クレーン作業の中止基準は10
     分間の平均風速10ｍ/sec以上
　　と定められています。


  ⑬  係留施設の管理者と密接な連絡をとり、係留している船舶及び離着岸する船舶に支障　　　 が無いよう調整し、安全を確保します。（※係留施設の近傍において工事・作業を実施する　　　  場合に記載）
  ⑭　工事・作業区域内に係留船舶がある場合には、工事・作業は実施しません。　　　　　　　　(※工事・作業区域の中に係留施設がある場合に記載)
⑮　危険物積載船舶から３０メートル以内では、工事・作業は実施しません。(※工事・作　　　   業区域の中または近傍に危険物取扱いバースがある場合に記載)
  ⑯  事故その他異常事態が発生した場合には、別紙『緊急時連絡系統図』により横須賀海　　　 上保安部及びその他の関係先に速やかに連絡します。
  ⑰  台風の接近などの異常気象が予想される場合には、早めに各作業船を安全な場所に避　　　 難させます。（別図－●『作業船避難位置図』のとおり）
  ⑱  工事・作業の内容に変更が生じる場合には、必要な事前手続きを行ないます。
  ⑲  横須賀港長（※三崎港内にあっては横須賀海上保安部長）から指示のあった場合には、そ　　　 の指示に従います。
  ⑳  水域利用者である●●、●●、●●、●●とは、事前調整をしたうえで実施し、作業　　　 実施中も連絡を密にします。
２  潜水作業の安全対策(フーカー式)※必ず給気方式を記入して下さい。
  ①  潜水作業を行なう前には、潜水者の健康状態の確認及び潜水器材の点検、整備を行い　　　 ます。
  ②  潜水作業は、２名１組のバディーにて実施します。（※スキューバ式の場合）
  ③  潜水作業の前には、現場付近の作業員及び作業船に対し、潜水作業を実施する旨を周　　　 知します。
  ④  潜水者と作業船が同時作業を実施する場合には、予め工事・作業責任者、潜水者、作　　　 業船船長等の関係者間において、十分な打ち合わせを行ないます。
  ⑤  潜水作業中は、潜水士船上(潜水士船を使用しない場合は、岸壁上等)に、「国際信号旗Ａ旗　　を表す信号板」を掲げるとともに、見やすい場所に「潜水作業中」と明示した表示板　　　を掲げます。
  ⑥  潜水士船上(潜水士船を使用しない場合は、岸壁上等)には、潜水補助者●名を常時配置し　　　 ます。
      潜水補助者のうち１名は見張り専従とし、接近する船舶等があれば、潜水者に●●　　　  （水中電話等連絡手段を記入）により、速やかに連絡するとともに、接近する船舶等に　　　   対し、旗、ハンドマイク等を使用して注意を喚起し、事故防止に努めます。
  ⑦  共通安全対策の中止基準に加え、次の場合には潜水作業を中止します。
	
	 流速１ノット以上
	


３  火気使用時の安全対策（※危険物バース付近において火気使用を伴なう工事・作業を実施する場　　　　　　　　　　　　　　　合に記載）
  ①  バース管理責任者と打ち合わせをしたうえで実施します。
  ②  事前にガス検知を実施し、工事・作業中もガス検知を継続して安全を確認します。
  ③  火気使用場所付近は、防炎シートで養生します。
  ④　火気使用前には、最寄りの消火栓に消火ホースを接続するとともに、付近には消火器　　　 ●本を準備し、直ちに使用できるようにしておきます。
  ⑤  バース管理責任者に許可された場所以外での喫煙等、火気使用は禁止します。
  ⑥  船舶が係留中は、工事・作業を実施しません。
４  磁気探査の安全対策
     爆発物等危険物と思われる物件が発見された場合には、直ちに横須賀海上保安部に通報　　してその指示に従います。
　　また、発見位置が分る標識を設置のうえ、作業は中止して現場付近への接近防止の警戒　　にあたります。
【緊急時連絡系統図作成要領】
	
	  ○○警察署
    tell○○○
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	  ○○病院
    tell○○○
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


警 戒 船 管 理 運 用 要 領
    １　目 的
  　    この要領は，○○○○（会社名）が施工する「△△△△（工事名）」の実施に際
      し、当社が配備する警戒船の業務を的確に実施し,もって工事施行海域（又は作業
      実施海域）及びその付近海域における船舶航行の安全と工事の円滑な遂行を図り、
      事故防止に万全を期することを目的とする。
    ２　警戒船の配備
     (1) 本工事（又は作業）の実施期間中は，○隻の警戒船を配備する。
     (2) 配備する警戒船・配備期間・配備時間は，次のとおりとする。 
	
	  船    名
	 総トン数
	  乗組員
	    配  備  期  間
	 配 備 時 間
	  備  考

	
	  ○ ○ 丸
	 ○○トン
	  ○ 名
	 自 平成  年  月  日
 至 平成  年  月  日
	00:00～00:00
	


    ３　警戒船の指揮及び通信連絡体制
     ３－１　警戒業務管理者及び警戒業務管理補助者
      (1)  警戒業務を的確に処理するため，次のとおり警戒業務管理者 ○名 及び警戒
         業務管理補助者 ○名 を置く。
	
	
	  氏  名
	 年 齢
	 経歴
	  受講年月日
	受講地
	証明書発給番号
	

	
	 警戒業務
 管理者
	 ○○○○
	○○歳
	
	    年  月  日
	
	管理講習
第         号
	

	
	 警戒業務
 管理補助者
	 ○○○○
	○○歳
	
	    年  月  日
	
	管理講習
第         号
	


      (2)  指揮系統は次のとおりとする。
	
	  会  社
 担当者
 ･職 名
 ･氏 名
 ･TEL
	 連絡方法
 ･昼間
 ･夜間
	  工事責任者
 担当者
 ･職名
 ･氏名
 ･TEL
	 連絡方法･
 昼間　･･
 夜間
	 警戒業務管理者
 ・氏 名
 警戒業務管理補助者
 ・氏 名
	 連絡方法･
 昼間　･･
 夜間
	 警戒船
 ･船名
 ･TEL

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


           （注：夜間の配備がある場合は各連絡先に夜間の電話番号も記載して下さい。）
     ３－２　警戒船の船長
             警戒船の船長には，次の者をあてる。
	
	  警戒船名
	 船 長 氏 名
	 年齢
	 警戒船への乗船経歴
	 受有免状の種類
	

	
	  ○ ○ 丸
	 ○ ○ ○ ○
	    歳
	               年
	
	


     ３－３　専従警戒要員
             警戒船には，次のとおり警戒業務に専従する要員（以下「専従警戒要員」と
           いう。）を ○名 乗船させ，警戒業務管理者の指揮のもとに船長と協力して，
           本要領の定めるところにより警戒業務の実施にあたらせる。                 
	
	 警戒船名
	  氏   名
	生年月日
	 警戒船における
 警戒業務の経験年数
	 業務講習受講地
 業務講習受講年月日
 証明書発給番号
	

	
	 ○ ○ 丸
	 ○○ ○○
	
	               年
	      年   月   日
  第            号
	


     ３－４　通信連絡体制
      (1)  警戒業務実施中における警戒業務に関する通信連絡系統は，次のとおりとす                る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（注：横須賀海上保安部は046-861-8374を記入して下さい。）
	
	 本社（名称）
  ＴＥＬ
	
	 関係官庁
  名　称
  ＴＥＬ
	
	 関係民間団体
  名　称
  ＴＥＬ
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



	
	 工事責任者
  氏　名
  ＴＥＬ
	
	 警戒業務管理者又は安全管理室
  氏名・名称
  ＴＥＬ
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



	
	 作業船
  船名
  ＴＥＬ
	
	 警戒船
  船名
  ＴＥＬ
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



	
	 一般船舶
	


                    （注：夜間の配備がある場合は各連絡先に夜間の電話番号も記載して下さい。）
      (2)  警戒船は，常時連絡無線を聴取し，航行船舶からの質問等に応じるほか，緊
         急事態の把握に努めなければならない。
      (3)  通信連絡を行う場合の関係先電話番号及び警戒船の呼出名称等は，別表のと
         おりとする。
    ４　警戒区域
    　　警戒船が警戒すべき海域及び警戒船の配備位置は，別図－○に示すとおりとする。
                             （注：警戒区域図、警戒船配備位置図を添付して下さい。）   
    ５　警戒船の性能
     (1)  警戒船の性能は次のとおりとする。
	
	   船    名
	 総トン数
	 最高速力
	 長 さ
	   幅
	  船橋における眼高
	

	
	
	
	
	
	
	
	


     (2)  警戒船には次の通り装備する。
	
	  船   名
	  連絡設備
	 監視機材
	 注意喚起機材
	表示機材
	   その他

	
	 ○ ○ 丸
	 船舶電話
  030-000-0000
 国際VHF無線
  (通話可能ﾁｬﾝﾈﾙ)
 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ
  (工事・作業用)
	 双眼鏡
 レーダー
	 サイレン
 探照灯
 拡声器
 赤旗 (1m×
1m)
	 表示板
 横断幕
	 海図
 海事法令集
 警戒船管理運営要領
 緊急連絡系統図


    ６　警戒業務実施要領
      ６－１　警戒船の業務
              警戒船は，工事作業の実施海域付近において，主として次の業務を行なわ
            なければならない。
       (1)  工事作業や航行制限の内容に関する情報を通航船舶へ提供すること。
       (2)  工事作業に従事する船舶の交通を整理すること。
       (3)  工事作業の実施海域内の関連施設に異常接近しようとする船舶等に対して注
          意を喚起すること。
       (4)  工事作業の実施海域内の関連施設及び工事作業に従事する船舶に異常接近し
          ようとする船舶等の監視を行うとともに，関係者にその状況を通報すること。
       (5)  工事作業の区域を示す標識その他の関連施設の異常の有無の監視を行うとと
          もに関係者にその状況を通報すること。
       (6)  工事作業の実施に伴って発生した海上交通の安全を阻害する事故に対し，人
          命の安全の確保及び被害の拡大防止のための必要な措置を行うこと。
      ６－２　基本的留意事項
              船長及び専従警戒要員は協力して次の事項を実施しなければならない。
       (1)  警戒業務が的確に実施できるよう，船体・機関・機器等の保全に務めるとと
          もに，警戒業務に必要な知識のかん養及び各種訓練の実施に努めること。
       (2)  乗組員の作業を明確に定めた部署配置表を船内の見えやすい場所に備えつけ
          ておくこと。
       (3)  警戒業務実施方法の参考とするため警戒業務記録簿を備え付け，警戒業務管
          理者から入手した情報・指示・警戒業務の引継事項，実施概要等を記録するこ                と。
      ６－３　警戒業務実施前の遵守事項
              警戒船は，警戒業務管理者を通じ，次の情報を入手しなければならない。
          ①　工事作業の状況
          ②　作業船等の運航計画
          ③　気象通報
          ④　その他必要な事項
      ６－４　警戒業務実施中における遵守事項
       (1)  警戒船は，工事作業の情報を伝達するなど一般船舶の安全航行について協力
          するものであって，他船に対する指示権や航法上の優先権を有するものではな
          いことに留意しなければならない。
       (2)  警戒船は，港則法，海上交通安全法，海上衝突予防法等関係法令を遵守し，
          航行の安全を確保しなければならない。
       (3)  警戒船は，操船者及び専従警戒要員を，常時船橋に配置して見張りを厳重に
          し，レ－ダ－等を活用して，工事区域へ異常接近するおそれのある船舶の動向
          を，早期に把握しなければならない。
       (4)  警戒船は，特別の指示による場合及び緊急の場合のほか，警戒区域を離れて
          はならない。
       (5)  警戒船は，緊急その他やむを得ない場合のほか，いたずらに他船に接近して
          はならない。
       (6)  警戒船は，巡視船艇から海難救助等の緊急措置について協力要請があった場
          合は，その旨を警戒業務管理者に報告し，指示を受けこれに協力しなければな
          らない。
      ６－５　一般警戒の要点
       (1)  警戒船は，担当する区域内を適宜巡回し，航行船舶，作業船舶等の運航状況
          及び航行援助施設並びに気象・海象状況に留意し，○時，○時，○時，○時に
          次の事項を警戒業務管理者に報告しなければならない。 
          ①　警戒区域内の状況
          ②　標識その他の関連施設の異常の有無
          ③　天候及び海上模様
          ④　その他必要な事項
       (2)  警戒船は，作業船が一般船舶の航行を妨害するおそれのある場合等航行の安
          全上必要と認められた場合は，警戒業務管理者に報告するとともに，作業船の
          交通の整理を行わなければならない。
       (3)  警戒船は，一般航行船舶等が工事作業海域に異常接近するおそれがあると認
          められた場合は，次の措置を講じ事故防止に万全を期さなければならない。
          ①　航行船舶等の進路及び速力等から判断して工事作業海域に異常接近するお
            それのある時は，直ちに当該船舶に近づき，汽笛・拡声器・探照灯・赤旗等
            適切な手段により，注意喚起を行うこと。
          ②　接近防止のため，必要に応じ接近を阻止する位置に占位して注意喚起を行
            うこと。
          ③　夜間にあっては，探照灯で工事作業海域を標示する灯浮標や，海上作業施
            設等を照射して，前方又は付近海域に危険の存在することを，早期に相手船
            に知らせること。
        　    なお，探照灯を使用するにあたっては，相手船を幻惑させないよう留意す
            ること。
          ④　自船のみで侵入を阻止することが困難と認められた場合は，早目に他の警
            戒船等の協力を求めること。
          ⑤　侵入船舶があった場合は，当該船舶に対し早期に工事作業海域外へ退避す
            るよう協力を求め，必要に応じ誘導等の措置を講ずるとともに，次の事項を
            直ちに警戒業務管理者に報告すること。
            　また，速やかに異常事態発生状況報告書及び航跡図を作成し，警戒業務管
            理者に提出すること。
            (ｲ) 船種，船名（漁船にあっては漁船登録番号）
            (ﾛ) トン数
            (ﾊ) 国籍
            (ﾆ) 仕出港及び仕向港
            (ﾎ) 船舶電話番号
            (ﾍ) 代理店の住所，名称，電話番号
            (ﾄ) 侵入の概要及び警戒船のとった措置
            (ﾁ) 損害の有無及び状況
            (ﾘ) その他参考事項
       (4)  警戒船は，工事区域に設置された標識その他の関連施設の異常の有無の監視
          を行い，異常が発見されたときは，直ちにその状況を警戒業務管理者に報告し
          なければならない。
       (5)  警戒船は，工事区域及び警戒区域内で事故が発生した場合，直ちに現場に急
          行し，部署配置表に基づき必要な措置を講じるとともに，次の事項を警戒業務
          管理者に報告すること。
     　     また，速やかに異常事態発生状況報告書を作成して警戒業務管理者に提出す
          ること。
          ①  事故等の種別
          ②　発生日時
          ③　発生場所
          ④　事故の概要
          ⑤　措置の概要
          ⑥　その他参考事項
      ６－６　移動しながら行われる工事作業の警戒の要点
       (1)  警戒船は，原則として工事作業に従事する船舶（以下「被警戒船」という。）              等から指示又は要請された位置に占位して，被警戒船と連絡を保ちながら警戒
          に当たらなければならない。
       (2)  被警戒船等と他船とが危険な見合関係になるおそれがある場合は，直ちに相
          手船に近づき，サイレン・拡声器等適切な手段により，接近してくる船舶に事
          故防止の協力を求め，危険な見合関係とならないように努めるとともに，直ち
          にその状況を被警戒船に連絡しなければならない。
       (3)  警戒船と被警戒船の間に，他船を割込ませないよう措置しなければならない。
      ６－７　警戒船の運航中止条件
            　警戒業務管理者は，気象・海象等の状況を勘案のうえ，警戒船の運航中止
            又は待機の指示を行わなければならない。
              なお，運航中止の基準及び工事中止の基準は，次のとおり。             
	
	
	 警戒船運航中止基準
	  工事・作業中止基準
	

	
	  風   速
	  平均 ○ m/sec以上
	  平均 ○ m/sec以上
	

	
	  波   高
	       ○ m 以上
	       ○ m 以上
	

	
	  視   界
	       ○ m 以下
	       ○ m 以下
	

	
	  潮   流
	       ○ ﾉｯﾄ 以上
	       ○ ﾉｯﾄ 以上
	


      ６－８　異常気象時の措置
       (1)  警戒船が気象・海象等の事由により退避する場所は，原則として現場付近海
          域とし，天候の回復次第，所定場所に復帰しなければならない。
       (2)  警戒業務管理者が気象・海象等の状況を勘案して待機を命ずる場合の待機場
          所は，その都度指定するが，原則として別図－△に示す場所とする。
        　                                             （注：図面を添付して下さい。）       
 (3)  警戒船は，荒天等のため待機し，又は，天候の回復により復帰したときは，
          警戒業務管理者に報告しなければならない。
       (4)  警戒船は，荒天待機等で避泊する場合は，緊急事態の発生に備え，他船の影
          響等により出動不能となることのないよう錨地を選定しなければならない。
       (5)  警戒船は，視界不良等のため現場付近で退避又は待機する場合は，レ－ダ－
          等を活用して航行船舶の動静把握に努めなければならない。
      ６－９　警戒船の交替等
       (1)  警戒船は，交替勤務のため基地を出発するときは，その旨を警戒業務管理者
          に報告し，必要な指示を受けなければならない。
       (2)  警戒船は，燃料，清水等の補給若しくは機関故障等のため業務の遂行ができ
          なくなったとき又は交替警戒船と業務の引継ぎを完了したときは，警戒業務管
          理者に報告しなければならない。
       (3)  警戒船は，交替警戒船と業務の引継ぎを行った後でなければ原則として警戒
          区域を離れてはならない。
       (4)  引継事項は次のとおりとし，これを確認のうえ，警戒船記録簿引継事項欄に
          記載しなければならない。
          ①  業務の実施状況及び今後の予定
          ②  航行船舶の動静
          ③  航行援助施設の現状
          ④  船体・機関・機器・警戒業務実施上必要な設備・通信設備等の現状
          ⑤  燃料，清水等船用品類の保有状況
          ⑥  その他警戒業務実施上必要な事項
       (5)  船長は，交替して勤務についたときは，その旨を警戒業務管理者に報告しな
          ければならない。
       (6)  警戒船が勤務を交替して基地に帰投したときは，専従警戒要員は，警戒業務
          実施中の状況を警戒船日報（別様式－□）に記載し，警戒業務管理者に提出し
          なければならない。
    ７　管理運用体制 
      ７－１　警戒業務管理者の職務
              警戒業務管理者は，主として次の業務を行わなければならない。
       (1)  警戒業務の統括及び実施の確保に関すること。
       (2)  警戒船の運用及び警戒業務の実施に関し必要な情報の収集及び専従警戒要員
          に対する当該情報の伝達に関すること。
       (3)  警戒業務の実施に関し，警戒船及び所轄海上保安部署等との連絡に関するこ
          と。
       (4)  警戒船の船長及び専従警戒要員に対する工事作業の内容の周知に関すること。           (5)  警戒船乗組員の教育・訓練に関すること。
       (6)  その他警戒業務の実施に関し必要な事項に関すること。
      ７－２　警戒業務管理補助者の職務                                                                      警戒業務管理補助者は，警戒業務管理者の職務を補佐するものとする。
      ７－３　警戒業務の管理
       (1)  警戒業務管理者は，事前に警戒船の運用計画を策定して警戒船の船長に指示
          しなければならない。
       (2)  前項の運用計画においては，次の事項を明確にしなければならない。
          ①  警戒船の行動に関すること。
          ②  燃料及び清水等の補給に関すること。
          ③  警戒船及び乗組員の交替に関すること。
          ④  特殊作業等に関すること。
          ⑤  乗組員の研修・訓練に関すること。
          ⑥  その他必要な事項
       (3)  警戒業務管理者は，休暇等の事由により警戒業務管理者としての職務を行う
          ことができない場合における当該職務の代行者をあらかじめ警戒業務管理補助
          者の中から指名しておかなければならない。
       (4)  警戒業務管理者は，警戒船が警戒業務に従事している間は，警戒船の行う業
          務の実施状況を把握できる事務所に自ら勤務するか又は代行者を勤務させなけ
          ればならない。
       (5)  警戒業務管理者は，当社が別途設置している工事責任者又は陸上支援組織（
          以下「工事関係者」という。）との連絡を密にし，警戒船が必要とする情報の
          提供を受けてそれを警戒船に提供し，また警戒船から報告のあった異常接近船
          に関する情報，警戒区域内で発生した事故に関する情報，巡回中に発見した工
          事作業関連施設の異常に関する情報等を工事関係者へ提供しなければならない。
     ８　警戒船乗組員の教育・訓練
      (1)  警戒業務管理者は，警戒船乗組員に対し海上交通関係法令，緊急事態発生時の
         措置等警戒業務に必要な教育及び実地訓練を警戒業務開始前に１回実施し，その
         後毎月１回以上実施しなければならない。
      (2)  警戒業務管理者は，本工事に類似した他の工事作業の工事区域内で発生した乗
         揚げ海難その他の事故例を調査研究し，警戒船乗組員に対し周知徹底を図らなけ             ればならない。
